
【造影検査（ヨード造影剤）について】

問診票・同意書の記入前にお読み下さい
１．造影剤とは

・造影剤により、病変が詳しく描出され、病気の診断に有用です。

・造影剤を必要と判断した場合、使用します。
２．造影剤の副作用

・検査中、あるいは検査後に、下記のような副作用症状が生じることがあります。

	軽い副作用(発生頻度：3％程度) 

	吐き気・嘔吐、咳・くしゃみ、かゆみ・発疹、等

	重い副作用(発生頻度：0.04％程度) 

	アナフィラキシー、ショック：呼吸困難、血圧低下等

	遅発性副作用（発生頻度：2～4％程度）

	検査後、数日が経過してから発疹などが生じる


３．問診票の記入

・安全に検査を行うために必要ですので、必ず、記入して下さい。
・次の事項に当てはまる場合は、造影剤を使用しない検査になることがあります。
	①以前に、造影剤を使用して、副作用を生じたことがある

②アレルギー疾患がある　　  ③喘息（ぜんそく）がある

④腎機能が悪い(※)　　　  　⑤重症の甲状腺疾患がある


※検査前の採血について

腎機能が低下している時に造影剤を投与すると、腎機能がさらに悪化する場合があります。

腎機能を確認する必要がある場合、検査前に採血検査をお願いすることもあります。

４．造影検査に伴う合併症

・造影剤注入時に、血管外に少量の造影剤が漏れることがあります。注射した部位が腫れたり、痛みが生じます。ほとんどの場合は、いずれ自然に吸収されます。
・漏れた量が多い場合は、処置が必要となることもあります。
５．造影検査時に際して

・担当医師が、副作用や合併症の発生に注意し、安全に検査が行われるように努めております。

・副作用が出現した場合、迅速に最良の処置を行います。安心して検査を受けてください。
６．検査前後の注意：詳しい内容は、予約票か検査後にお渡しする注意事項を必ずお読みください
・造影剤は腎臓から尿中に排泄されます。
・水分制限を受けている場合以外、検査前後は水分を多めに飲んでください。

・遅発性副作用（発疹等）がありうるので、１週間後くらいまで、体調に注意してください。
・授乳中の方は、造影剤投与後４８時間（少なくとも２４時間）は授乳をしないでください。
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